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　飯山は山菜の宝庫です。春の
訪れとともに山菜が次々と芽吹き
はじめると、食卓にたくさんの山
菜料理が並ぶ家庭も多いと思い
ます。山菜は、春だけでなく一年
中楽しめるように干したり、塩漬
けなどにして保存されます。こう
した先人たちの工夫の積み重ねが
食の技として受け継がれ、郷土食
として伝えられています。飯山の
山菜の豊富さ、おいしさは雪国の
自然のめぐみです。

自然のめぐみ　山菜
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　飯山市美術館では、先月より今年度 前期コレクション展示となっています。
　飯山市に縁のある作家10名の作品、日本画・油彩画・水彩画・和紙作品・彫刻など約
　70点を展示しています。
　飯山市出身の和紙作家・齋藤一郎氏のしなやかで美しい和紙作品も6点、北信地方へ何
　度も足を運び作品を制作した山本直治、柴田長俊の大作などご覧いただけます。
　皆さまのお越しをお待ちしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問合せ　飯山市美術館　☎62-1501

飯山に一番に春を告げるふきのとう

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

鳥
取
発
↓
西
大
滝
行
き
　
小
林
悠
歩
に
聞
く

　

２
０
１
５
年
９
月
、
な
べ
く
ら

高
原
・
森
の
家
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
き
っ
か
け
で
岡
山
地
区

に
あ
る
西
大
滝
と
い
う
集
落
に
出

会
っ
た
。
当
時
、
私
は
鳥
取
で
大

学
院
生
と
し
て
農
山
村
の
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
。
初

め
て
訪
れ
る
西
大
滝
は
、
な
ぜ
か

な
つ
か
し
く
、
そ
の
美
し
い
景
観

に
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
そ
の

後
、
西
大
滝
で
修
士
論
文
の
調

査
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

た
。
な
る
べ
く
多
く
の
人
と
お
話

が
し
た
い
と
思
い
、
行
事
に
合
わ

せ
て
西
大
滝
に
通
う
よ
う
に
な
っ

た
。
通
っ
て
い
く
う
ち
に
、
少
し

ず
つ
西
大
滝
の
み
な
さ
ん
と
の
関

係
が
深
ま
っ
て
い
く
の
を
実
感
し

た
。
帰
る
頃
に
い
つ
も
お
に
ぎ
り

を
握
っ
て
く
れ
る
母
ち
ゃ
ん
。
帰

り
の
電
車
で
そ
の
お
い
し
い
お
米

を
噛
み
し
め
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な

思
い
が
こ
み
上
げ
、
頭
の
中
が
ぐ

ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
る
。

筆者紹介
　小林さんは今春、鳥取大学を卒業されるまで何度となく通われ
区民からも親しまれ西大滝の表も裏も見て行かれました。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　 　     岡山広報部　石澤勝彦

西
大
滝
と

出
会
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   
小
林
　
悠ゆ

き
ぼ歩

　

道
普
請
や
祭
礼
、
運
動
会
な

ど
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
集

落
の
暮
ら
し
や
そ
こ
に
住
む
み
な

さ
ん
の
考
え
、
習
慣
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
、
私
に
は
西
大
滝
の

み
な
さ
ん
が
先
生
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
運
動
会
の
慰
労
会
は
、
性
別

も
年
齢
も
関
係
な
く
、
み
ん
な
で

ワ
イ
ワ
イ
。
地
域
の
仲
間
た
ち
で

こ
ん
な
に
素
敵
な
場
が
作
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
感
動
し
て
し
ま
っ

た
。
今
、
日
本
全
国
に
こ
う
い
っ

た
場
を
作
ら
れ
る
地
域
は
い
く
つ

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
西
大
滝
に
行
く
と
お
茶

や
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
。
そ

れ
に
は
や
っ
ぱ
り
意
味
が
あ
っ
て
、

人
が
顔
を
合
わ
せ
て
じ
っ
く
り
お

話
を
す
る
大
切
な
時
間
を
作
っ
て

い
る
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
画

面
に
向
か
い
が
ち
な
自
分
の
生
活

は
、
心
を
貧
し
く
さ
せ
て
し
ま
い

そ
う
だ
と
ハ
ッ
と
な
る
。
心
豊
か

な
生
活
が
西
大
滝
に
は
あ
り
、
こ

う
い
っ
た
地
域
は
こ
れ
か
ら
貴
重

に
な
っ
て
く
る
。

　

私
は
西
大
滝
へ
の
思
い
は
強
い
け

ど
、
そ
こ
に
は
住
ん
で
い
な
い
。
そ

の
こ
と
に
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
つ
つ

も
、
住
ん
で
い
な
い
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
、
役
割
が
あ
る
と
、
こ
の
１

年
半
で
感
じ
て
き
た
。
私
は
西
大

滝
に
外
の
風
を
送
り
続
け
ら
れ
る
、

そ
ん
な
存
在
で
あ
り
た
い
。

西
大
滝
は
、
な
ぜ
か
な
つ
か

し
く
、
そ
の
美
し
い
景
観
に

引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た

西
大
滝
に
外
の
風
を
送
り
続

け
ら
れ
る
、
そ
ん
な
存
在
で

あ
り
た
い

今
、
日
本
全
国
に
こ
う
い
っ

た
場
を
作
ら
れ
る
地
域
は
い

く
つ
あ
る
の
だ
ろ
う
か

課
題
解
決
と
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
く

館長主事合同会議
　

４
月
26
日
㈬
、
市
内
各
地
区
館
長
お
よ
び
主
事
が

集
ま
り
館
長
主
事
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成
29

年
度
飯
山
市
公
民
館
事
業
の
基
本
方
針
（
案
）、
事

業
計
画
（
案
）
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
本
年
４
月
１
日
付
け
に

て
、
再
任
、
新
任
さ
れ
た
公
民
館

長
へ
、
長
瀬
哲
飯
山
市
教
育
長
よ

り
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
富
倉
公
民
館
長
を
３
期

12
年
務
め
た
上
野
今
朝
江
さ
ん
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
飯
山
市
公
民
館
の

運
営
方
針
や
各
公
民
館
の
事
業

実
績
と
計
画
の
報
告
、
長
野
県
・

北
信
・
飯
水
の
各
公
民
館
運
営
協

議
会
の
事
業
予
定
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
た
ほ
か
、
主
事
嘱
託
化
も

議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
事
業
で
は
、
専
門
部

員
へ
の
女
性
の
採
用
や
、
柳
原
と

外
様
が
各
地
区
館
ど
う
し
で
合

同
講
座
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
参
考
に
な
る
事
業
な
ど
に
対

し
て
、
質
問
な
ど
が
出
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
飯
山
市
全
10
地
区
の

公
民
館
は
、
地
域
の
課
題
を
し
っ

か
り
と
と
ら
え
、
解
決
へ
向
け
た

取
り
組
み
を
す
る
こ
と
、
地
域
の

魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ

と
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
、
地
域
お
こ
し
を
行
っ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
退
任
地
区
公
民
館
長
】

　

富
倉
公
民
館
長　

上
野
今
朝
江

【
再
任
地
区
公
民
館
長
】

　

外
様
公
民
館
長　

宮
本　

晴
男

【
新
任
地
区
公
民
館
長
】

　

富
倉
公
民
館
長　

片
山　

治
夫

秋
津
公
民
館
＆
飯
山
市
公
民
館
共
催
事
業津

の
素
晴
ら
し
い
自
然
の
中
を
約

２
時
間
歩
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
こ
の
鑑
賞
会
で
初
め
て

残
雪
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
カ

タ
ク
リ
は
参
加
者
を
待
ち
わ
び
て

い
た
か
の
よ
う
に
咲
き
誇
っ
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
清
水
講
師
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
気
持
ち
の

良
い
空
気
の
中
を
歩
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
勘
介
山
古
墳
で

は
、
講
師
の
松
澤
さ
ん
か

ら
、
飯
山
地
方
は
海
が
近

か
っ
た
せ
い
も
あ
り
大
陸

文
化
が
早
く
か
ら
伝
わ
っ

た
地
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
者
が
増
え
て

お
り
、
秋
津
の
カ
タ
ク
リ

の
素
晴
ら
し
さ
を
参
加
し

た
皆
さ
ん
が
感
じ
、
友
人

を
誘
っ
て
き
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
と
て

も
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
っ
と
、
飯
山

の
良
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
も

ら
い
、
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　

 （
飯
山
市
公
民
館
）

　

４
月
23
日
㈰
、「
水
梨
子
沢
カ

タ
ク
リ
鑑
賞
会
・
勘
介
山
古
墳

学
習
会
」
が
、
秋
津
公
民
館
、
飯

山
市
公
民
館
の
共
催
で
地
区
内

外
か
ら
40
名
と
い
う
大
勢
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
師
に
清
水
岩
夫
さ
ん
、
松

澤
芳
宏
さ
ん
の
２
名
を
迎
え
、
秋

秋
津
の
素
晴
ら
し
い
自
然
と
歴
史
を
学
ぶ

秋津の素晴らしい自然を学習しました

水
梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会
・
勘

介
山
古
墳
学
習
会 

『前期コレクション展示』
飯山市美術館

『WIND IN INABA（無題No４）』
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講師プロフィール
　長野市生まれ。長野県の近現代史研究に取り組むと共に戦争資料の調査・研究に携わる。佐々木忠綱について論
文「『満洲』分村移民を拒否した村長」を1993年に発表、その業績を広く紹介した。歴史学研究会、信濃史学会、
日本平和学会会員。編著に『長野県の歴史散歩』『幻ではなかった本土決戦』『戦争遺跡から何を学ぶか』などがある。
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◆日　　　時　６月 25日（日）小雨決行　８時～ 16時 30分頃飯山市公民館解散予定　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（終了時間に多少の前後があります。）  
◆集合・出発　 8 時　飯山市公民館出発　※マイクロバスで太田公民館経由で向かいます。
◆対　　　象　小学４年生以上で完歩できる方（小学生は要保護者同伴）
◆持  ち  物  昼食、飲み物、軍手、タオル、雨具、山歩きできる服装
◆参  加  料  1,500 円（ガイド料含む）
◆申 込 期 間　6 月 16日（金）まで
◆申   込   先   飯山市公民館☎ 62-3342　太田地区の方は太田公民館☎ 65-4579

太田公民館＆飯山市公民館共催

信越トレイルを歩こう
　太田公民館との共催事業として、信越トレイルを歩きます。今回の区間は、信越トレイルセクション６の一部の野々
海高源キャンプ場～深坂峠～天水山～松之山入口です。（今回はセクション６の約半分を歩きます）

ふるさと再発見講座

飯山市には昔から伝わる食文化がたくさんあります。
季節の食材を使って、一緒に料理を作りながら、ふるさと飯山の食文化を学習しませんか。

男性も女性も、親子の参加も大歓迎です！

今回作る料理は「笹もち」「竹の子汁」の2品です。
◆日　時：６月27日（火）19時～21時30分
◆場　所：飯山市公民館１階　調理実習室
◆持ち物：エプロン、三角巾、筆記用具
◆講　師：いいやま食文化の会の皆さん
◆受講料：２００円
◆材料費：４００円
◆対象者：飯山市内在住または在勤の方
◆定　員：20名（定員に達し次第締め切り）
◆募集期間：５月25日㈭～６月９日㈮
※問い合わせ・申込先　飯山市公民館☎62-3342

かえるの学校

いいやまふるさと母の味 受講生募集 

年齢・性別関係なく、みんなで食文化を学びましょう！

◆日　　時  ：６月 17日（土）８時 30分～ 12時
◆場　　所  ：桂池周辺　※小雨決行　   
◆集　　合  ：飯山市公民館　８時 30分　外様地区活性化センター９時
◆服　　装  ：長袖、長ズボン、長靴など（山に入る格好）
◆対　　象  ：小学 1年生以上（1.2 年生は要保護者同伴）
◆持 ち 物 : タオル、飲み物、筆記用具、雨具など
◆申込期間  : 6 月 2日（金）まで
◆申 込 先   ：飯山市公民館　☎ 62-3342　外様地区の方は外様公民館☎ 62-1029
◆そ の 他  : 参加にあたっては、保護者の承諾と責任でお申込をお願いします。

外様公民館＆飯山市公民館共催

外様公民館との共催事業として、天然記念物黒岩山に生息するモリアオガエル、クロサンショウウオ、山野草の観察を
行います。

飯山の素晴らしい景色を再発見！いいやまビューポイントめぐり
　「飯山の景色は素晴らしい！」市外からの観光客のみなさんは、口々にそう言います。でも「自分が住んでいる地
区の素晴らしい景色を教えてください。」と尋ねられたとき、すぐに言える方は何人いるでしょうか？
　バスに乗って、一緒に飯山の素晴らしい景色を見に行きませんか？今回はふるさと館との共催で、飯山の「古墳」
を巡りながら歴史の学習をします！今回のコースは法伝寺古墳－有尾古墳－大塚古墳群です。

◆日　　時：６月 10日（土）8時 30分～ 12時 30分
◆場　　所：飯山市公民館集合 ( 雨天時は足元が滑り危険ですので、中止とします。）
◆講　　師：望月　静雄氏（飯山市文化財保護審議会委員）
◆定　　員：３０名（定員になり次第締め切り）
◆参 加 費 : 無料
◆申込期間：6月 2日（金）まで
◆申 込 先：飯山市公民館　☎ 62-3342
◆持 ち 物 ：飲み物・歩きやすい服装など
◆そ の 他 ：申し込まれた方には再度ご案内は出しませんので、直接、飯山市公民館へご集合ください。

◆日　　　時　6 月 1日㈭、8日㈭ 13時 30分～ 15時　10日㈯ 15時～ 17時
◆場　　　所　飯山市公民館103教室※10日はカーティン大学生と一緒に愛宕町を歩きます。
◆持  ち  物  筆記用具、10 日はウォーキングできる服装、飲み物、雨具など
◆申   込   先   飯山市公民館☎ 62-3342
◆そ   の  他　学校の授業などでのご利用でもＯＫです。

シャノンのウォーキング英語講座（参加無料）
簡単な英会話からはじまって、飯山を案内するための英語を学びます。6月10日㈯には、カーティン大学（オ
ーストラリア）の学生と一緒に、飯山を案内しながら歩いてみよう！

飯山雪国大学公開講座

満蒙開拓の歴史を学ぶ講演会

飯山市公民館＆飯山市ふるさと館共催

日　 時：6月11日（日） 13時30分～15時00分（開場：13時）
場　所：飯山市公民館２階講堂
講　師：現代史研究者　大日方悦夫氏

「満洲移民」から何を学ぶか  －「分村移民」を拒んだ村長の事例を中心に－

　戦後72年目の夏を前に、あらためて「満洲移民」の歴史を振り返り、そ
れが現代に何を問いかけているのか、考えてみたいと思います。
　講演では、国策として推進された満洲「分村移民」に地域リーダーとし
て賛否の決断を迫られた長野県内の５人の村長の軌跡に注目します。「分村
移民」を拒んだ木島村（現、飯山市）の佐藤副次村長、大下條村（現、阿
南町）の佐々木忠綱村長、南小川村（現、小川村）の松本禧喜村長。「分
村移民」を実行した河野村（現、豊丘村）の胡桃澤盛村長。そして自ら満
洲に渡った桜井村（現、佐久市）の臼田哲弥太村長。５人の村長のそれぞ
れの対応から、「満洲移民」の歴史が現代に何を問いかけているのか、そし
て私たちはそこから何を学んだらよいのかについて講演いただきます。

飯山市公民館103教室※10日はカーティン大学生と一緒に愛宕町を歩きます。飯山市公民館103教室※10日はカーティン大学生と一緒に愛宕町を歩きます。

簡単な英会話からはじまって、飯山を案内するための英語を学びます。6月10日㈯には、カーティン大学（オ
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　オオルリシジミは環境省絶滅危惧Ⅰ類に選定された非常に希少な蝶で、本州では飯山を含め長野県の３地区にのみ
生息している蝶です。オオルリシジミ保護活動の説明を受けながら、成虫の観察、里山保全の意義を学習します。
★ 日　程　
・１回目　  ６月4日㈰　８時～12時
・見学場所　市内の放蝶地（戸狩温泉スキー場付近）
・集合場所　飯山市公民館（受付８時～８時30分）
　※飯山市公民館からバスで会場の戸狩温泉スキー場望の湯
　駐車場に移動、徒歩で観察場所へ向かいます。なお、直接
　会場へ集合を希望される方は、申込時にお知らせください。
・２回目　 ６月18日㈰　８時30分～12時
・見学場所　市内の生息地（旧国際スキー場敷地）
・集合場所　飯山市公民館（受付8時30分～９時）
　※飯山市公民館からバスで生息地へ移動します。
●参加費　無料　
●持ち物　山歩きに適した服装、雨具、筆記用具など
●参加対象　飯山の自然に関心のある一般、親子　●募集人員　各40名　●申込締切　6月2日㈮
◆申込み先　市民学習支援課　文化財係（飯山市ふるさと館内　☎ 67-2030　月曜休館）
※荒天の場合は中止もしくは延期します。申込時に参加希望日をお知らせください

オオルリシジミ観察会　参加者募集

ふるさと館でふるさと学習を！
　

ふるさと館は、郷土に関するさまざまな写真や資料の展示などにより地域を学ぶ
学習施設です。パンフレットや書物だけでは実感
できないことを、ふるさと館に展示してある実物
やジオラマから学習いただいたり、また、昔の道
具など、実際にさわってみたり、体験していただ
けるものもあります。

参考内容 ★勾玉作り ★火起こし ★石臼・洗たく板
体験 ★自由見学　など

【先行抽選受付】
〇申込受付期間　5/22 ㈪～ 6/2 ㈮※当日消印有効
〇申込み方法　　往復ハガキにて申込み、応募が多数の場合は抽選。
　　　　　　　　当選結果は返信ハガキでお送りし、当選者には振込口
　　　　　　　　座案内を送付します。
　　　　　　　　期日までに振り込みをお願いします。
　　　　　　　　先行抽選受付で定員に達した場合は一般販売は行いま
　　　　　　　　せん。
〇注意事項　　　18歳未満のご入場はできません。
　　　　　　　　チケットのお申し込みは、お一人様２枚までとさせて
　　　　　　　　いただきます。
◆お申込・お問い合わせ◆　　

なちゅらに‘きみまろ’がやってくる

飯山市文化交流館なちゅら
　　　　　　 ☎ 67-0311

飯山雪国大学公開講座

自然と人のかかわりから、地域と人の未来を
考える

綾小路きみまろ 笑撃ライブ!!
～チケット抽選販売のお知らせ～

主　　催   飯山市、飯山市教育委員会、信濃毎日新聞社、スーパーキャスト
公演日時　10月 25日（水）開演14:00 ～（13:00 開場）
公演会場　文化交流館なちゅら　大ホール
料　　金　5,500円（全席指定Ｓ席・税込）

スーパーキャスト　〒381-8508長野市北長池1951-5 ☎ 026-263-1000（平日10:00 ～ 19:00）

■開館時間　
9時 ～18時（入館17:30まで）
■休  館  日　
毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）
■入  館  料　
一般200円（市内小中学生無料）
■お問合せ　☎ 67-2030

な
ら
が
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
飯
山
城
跡
に
は
他
に
も

崩
れ
る
危
険
性
を
も
つ
「
隙
間
」

や
「
孕は
ら

み
」
の
見
ら
れ
る
石
垣
が

あ
り
ま
す
。
市
教
育
委
員
会
で
は

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
変
位
計

測
調
査
等
の
記
録
を
参
考
に
有
識

者
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会
で

修
理
方
針
を
審
議
し
、
文
化
財
の

価
値
を
守
り
な
が
ら
、
市
民
が
安

心
し
て
集
え
る
飯
山
城
跡
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
安
全
対
策
と
し
て
落

石
防
止
ネ
ッ
ト
等
を
設
置
し
て
い

る
場
所
が
あ
り
ま
す
が
、
城
山
公

園
の
ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

長
野
県
史
跡

飯
山
城
跡
の
石
垣
を
整
備
し
て
い
ま
す

　

昨
年
８
月
、
崩
れ
る
恐
れ
の

あ
っ
た
二
の
丸
入
口
に
位
置
す
る

石
垣
の
修
復
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

　

飯
山
城
跡
は
城
山
公
園
と
し
て

市
民
の
憩
い
の
場
所
で
も
あ
り
、

文
化
財
の
保
護
と
合
わ
せ
安
全
確

保
を
目
的
に
危
険
個
所
を
点
検
し

飯山市の歴史的シンボル　飯山城跡の石垣

飯山市長 哲学者 羽黒山伏
足立正則 内山  節 星野文紘

日　時
（開場：18:00）6月 23日㈮18:30～ 20:30

場　所 飯山市文化交流館なちゅら　小ホール
（入場無料）

今、なくなりつつある「里」の自然、歴史、風土の中に「ひと」の確かな幸福を感じる「真
実」が隠されています。

　グローバル経済が浸透し、孤立する人々が増え、社
会の在り方が再考される現在。若い世代では「幸せ感」
を得られるライフスタイルを選択する傾向が高まり、
収入の高さよりも仕事のやりがい、生活の便利さより
も人とのつながりを求める人が増え続けていると言わ
れています。現代的な伝統回帰とも言えるこの現状を
通して、新たな交流が生まれ、移住を促し始めた今、ロー
カルだからこそ発信できるメッセージとは。
　第一部は内山節氏の基調講演。第二部は３者による
討論を行います。自然と人間の関係性を見つめ続けて
きた二人の哲人と市長を通し、「伝統」と「新しいコミュ
ニティ」をキーワードに、これからの飯山の在り方に
ついて探っていきます。

 安全対策を施した修理計画中の石垣

～民宿の体験メニューや、小学校の親子レク、地区育成会、集落サロンにも～



講
評
に
苦
笑
い
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
が
、
ぜ
ひ
来
年
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
上
野
さ
ん
を
「
ギ
ャ

フ
ン
」
と
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

各
地
区
や
集
落
の
公
民
館
専
門

部
員
は
、
行
事
の
た
び
に
区
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上

げ
よ
う
と
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
行
事
に
出
て
み
た
い
け
れ

ど
、
き
っ
か
け
が
な
く
て
と
思
っ

て
い
る
方
も
い
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
勇
気
を
出
し
て
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
笑
顔

を
、
記
事
と
し
て
広
報
部
員
が
拾

い
上
げ
、
楽
し
い
広
報
を
作
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
緒
に
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

最
後
に
、
上
野
さ
ん
か
ら
「
地

区
内
の
繋
が
り
や
、
ご
近
所
付
き

合
い
が
昔
と
比
べ
て
希
薄
に
な
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
公

民
館
が
発
行
す
る
広
報
は
、
地
域

の
繋
が
り
を
維
持
し
て
い
く
大
切

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で

す
。
地
区
の
皆
さ
ん
に
笑
顔
で
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
、
発
行
を

待
ち
ど
お
し
く
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
そ
ん
な
広
報
を
頑
張
っ
て

作
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」。
上
野
さ

ん
の
言
葉
を
励
み
に
、
広
報
部
員

は
今
年
も
広
報
作
成
を
頑
張
り
ま

す
。

・
日　

時　
６
月
17
日
㈯
９
時
〜

・
集
合
場
所　

飯
山
市
公
民
館
発

８
時
30
分
〜

　

詳
細
は
29
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
外
様
地
区
に
は
、
今
後
チ
ラ

シ
等
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
第
11
回
常
盤
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
（
申
込
受
付
中
）

　

大
人
か
ら
園
児
ま
で
、
誰
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
の
で
、
楽
し

く
走
り
ま
せ
ん
か
。

・
日　

程　
５
月
28
日
㈰
８
時
30

分
〜　

・
場　

所　

常
盤
保
育
園
周
辺
特

設
コ
ー
ス

・
申
込
先　

常
盤
公
民
館

 

☎
62
３
２
０
０

◇
常
盤
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
日　

程　
６
月
18
日
㈰

・
場　

所　

長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
・
飯
山
市
屋

内
運
動
場

・
申
込
先　

常
盤
公
民
館

 

☎
62
３
２
０
０

◇
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

　
５
月
10
日
よ
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
教

室
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
日　

程　

毎
週
水
曜
日
の
18
時

太

田

30
分
〜

・
場　

所　

戸
狩
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
問
合
先　

太
田
公
民
館

  

☎
65
４
５
７
９

◇
と
が
り
っ
子
通
学
合
宿　

　

今
年
も
開
催
し
ま
す
。
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
も
随
時
募
集
中
で
す
。

・
日　

程　
７
月
２
日
㈰
〜
４
日

㈫・対　

象　

戸
狩
小
学
校
５
、６

年
生

・
問
合
先　

太
田
公
民
館

  

☎
65
４
５
７
９

◇
岡
山
公
民
館
運
営
審
議
会　

　
４
月
15
日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

が
承
認
さ
れ
、
公
民
館
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

井
澤
清
一
館
長
を
中
心
に
集
落

館
長
・
専
門
部
員
と
協
力
し
な
が

ら
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
事
業
を
取
り
入
れ
実
施
し

ま
す
の
で
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
岡
山
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

毎
年
盛
り
上
が
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
！
今
年
も
皆
さ
ま
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

・
日　

程
６
月
４
日
㈰
午
後

・  

場　

所　
な
か
よ
し
公
園

・ 

申
込
先　

岡
山
公
民
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
69
２
０
１
０

報
告
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画

を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
に
よ
る

飯
山
地
区
人
権
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
内
容
は
、「
わ
っ
か

カ
フ
ェ
へ
よ
う
こ
そ
」
〜
コ
コ
ロ

ま
じ
わ
る
ヨ
リ
ド
コ
ロ
〜　

に
よ

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人

権
侵
害
、
高
齢
者
の
人
権
、
外
国

人
の
人
権
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
字
町
公
民
館
役
員

か
ら
は
、「
わ
か
り
や
す
い
の
で
、

自
分
の
字
町
で
も
上
映
し
た
い
。」

と
の
、
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
水
梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会
・

勘
介
山
古
墳
学
習
会 　

　

４
月
23
日
㈰
に
飯
山
市
公
民
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◇
飯
山
公
民
館
運
営
審
議
会 　

　

４
月
15
日
㈯
17
時
30
分
か
ら

開
催
し
、
平
成
28
年
度
事
業･

決

算
報
告
、
平
成
29
年
度
事
業
計

画･

予
算
案
等
を
審
議
し
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
、
新
年
度
公
民
館

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◇
飯
山
人
権
政
策
推
進
協
議
会

総
会

　

公
運
審
に
併
せ
18
時
15
分
か

ら
開
催
し
、
平
成
28
年
度
事
業

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
委
員
会
（
区

長
会
正
副
会
長
と
各
集
落
公
民
館

長
、
瑞
穂
公
民
館
）
に
よ
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
第
47
回
瑞
穂
地
区
球
技
大
会

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
３
種
目
で

の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

・
日　

程　
６
月
４
日
㈰

・
問
合
先　

瑞
穂
公
民
館

 

☎
65
２
５
０
１

◇
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
・
カ
タ
ク
リ
の
花
観
察
会

　
５
月
７
日
㈰
、
天
然
記
念
物
黒

岩
山
の
ギ
フ
チ
ョ
ウ
や
ヒ
メ
ギ
フ

チ
ョ
ウ
、
カ
タ
ク
リ
の
花
に
つ
い
て

学
ぶ
観
察
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◇
第
22
回
外
様
公
民
館
長
杯
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
球
技
大
会

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
と
球
技
大

会
を
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。
競

技
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
だ
け
で
す
が

採
点
方
法
等
を
検
討
し
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ん
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

・
日　

時　
５
月
28
日
㈰
13
時
〜

・
場　

所　

長
峰
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場

◇
か
え
る
の
学
校

　

飯
山
市
公
民
館
共
催
で
開
催
し

ま
す
。

館
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

詳
細
は
27
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
第
25
回
木
島
地
区
レ
ディ
ー
ス

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　
　

　

地
区
住
民
の
健
康
と
親
睦
を

図
る
た
め
、
女
性
中
心
の
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

・
日　

程　
６
月
４
日
㈰

・
場　

所　

木
島
小
学
校
体
育
館

・
問
合
先　

木
島
公
民
館

　
　
　
　
　
　

  

☎
62
０
５
５
５

◇
瑞
穂
グ
ラ
ン
ド
整
備

　
４
月
16
日
㈰
瑞
穂
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
昨
年
、
芝
生
化
さ
れ
ま
し
た
。

岡

山

飯

山

外

様

木

島

常

盤

瑞

穂

秋

津

29年度飯山公民館がスタートしました！

人権について学習しました

　

第
37
回
飯
山
市
民
芸
術
祭
（
展

示
部
門
）
は
、
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
飯
山

市
芸
術
文
化
協
会
が
主
催
と
な
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
22
日
㈯
23
日
㈰
に
は
展
示

部
門
が
、
飯
山
市
公
民
館
、
飯
山

市
美
術
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
25

さ
ら
に
楽
し
く
、
読
み
や
す
い
広
報
を
目
指
し
て

　
４
月
20
日
㈭
、
飯
山
市
公
民
館

２
０
６
教
室
で
、
公
民
館
専
門
部

員
（
広
報
部
員
）
を
対
象
に
、
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
北
信
濃
新
聞
社
の
上
野

達
磨
さ
ん
で
す
。
実
際
の
広
報
の

作
り
方
に
つ
い
て
、
優
し
く
教
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
の
研
修
会
。

こ
こ
数
年
、
各
地
区
、
集
落
公
民

館
か
ら
提
出
さ
れ
た
広
報
を
上
野

さ
ん
が
１
つ
ず
つ
、
良
い
と
こ
ろ
、

も
う
少
し
工
夫
を
し
た
ほ
う
が
い

い
と
こ
ろ
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

ま
す
。
こ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
各

公
民
館
の
広
報
は
見
や
す
く
、
興

味
の
引
く
も
の
に
変
身
し
て
い
ま

す
。

　

初
め
て
参
加
さ
れ
る
広
報
部
員

の
方
も
お
り
、
な
か
な
か
辛
口
な

広
報
部
員
研
修
会
開
催

今
年
も
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い　

創
造
す
る
力
を
未
来
へ
!!

　

第
37
回
飯
山
市
民
芸
術
祭

　
　
　
　
　
　

  （
展
示
部
門
） 

開
催

団
体
10
個
人
、
２
０
７
名
の
皆
さ

ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
を
見
に
来
た
来
場
者
は

５
６
０
名
を
超
え
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
大
勢
の
方
に
作
品
を

見
学
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

制
作
者
も
、
来
場
者
に
熱
心
に

説
明
し
た
り
と
、

芸
術
文
化
に
興
味

を
持
っ
た
人
も
出

て
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

芸
術
祭
を
継
続
す

る
こ
と
が
、
飯
山

市
の
芸
術
文
化
の

発
展
に
つ
な
が
り

ま
す
。
今
年
見
に

来
ら
れ
な
か
っ
た

方
も
、
ぜ
ひ
来
年

は
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。

　

最
後
に
、
運
営

に
当
た
り
、
多
く

の
方
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　

高台から見下ろす景色は最高です！



35 生涯学習だより / 17.5 34

 

地球には、数億種類もの生き物がいると
いわれています。そんなたくさんの生き
物たちはすごい能力を持つものも多いの
ですが、中には「なんで！？」「どうし
て！？」と首をかしげるような進化をし
ている生き物もいます。一生懸命生きて
いるけどクスッと笑ってしまう生き物た
ちのこと、知ってみませんか。

お
も
し
ろ
い
！
進
化
の
ふ
し
ぎ

ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典

◇ 図書館カレンダー ◇
6/1 木

休館日（蔵書点検）
　　5/25( 木 ) ～ 6/7( 水 )

2 金
3 土
4 日
5 月
6 火
7 水
8 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
9 金 移動図書館車④太田 ･富倉
10 土
11 日 10:30 ～ブックスタート
12 月 休館日
13 火
14 水 移動図書館車①北原 ･常盤
15 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
16 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
17 土
18 日 10:30 ～おはなしひろば
19 月 休館日
20 火
21 水 移動図書館車③温井 ･秋津
22 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
23 金 移動図書館車④太田 ･富倉
24 土
25 日 10:30 ～おはなしひろば
26 月 休館日
27 火
28 水 移動図書館車①北原 ･常盤
29 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
30 金 移動図書館車②今井 ･西大滝

開館時間と休館日
【開館時間】火～金 9:30 ～ 18:00

土・日 9:30 ～ 17:00
【定 休 日】月曜・祝祭日・年末年始

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

趣　
味
・
実　
用

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

澤

 

康

臣

日
本
の
近
代
と
は
何
で
あ
っ
た
か

三
谷 

太
一
郎

る
る
ぶ 

札
幌
な
ど
国
内
11
地
区　
最
新
版

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

る
る
ぶ 

韓
国
・
ス
ペ
イ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　
最
新
版

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

ソ
ウ
ル 

釜
山
・
バ
ン
コ
ク

昭

文

社

シ
リ
ア
情
勢

青
山 

弘
之

中
国
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

川

島 　

真

モ
ラ
ル
の
起
源

亀
田 
達
也

介
護
破
産

結
城 
康
博

染
め
付
け

有
坂 

多
絵
子

硬
い
カ
ラ
ダ
が
グ
ー
ン
と
柔
ら
か
く
な
る

菅
原 

順
二

角
野
栄
子
の
毎
日
い
ろ
い
ろ

角
野 

栄
子

朝
日
歌
壇　
２
０
１
６

馬
場 

あ
き
子

小　
　
　
説

遠
縁
の
女

青
山 

文
平

城
を
ひ
と
つ

伊

東 

潤

夜
の
谷
を
行
く

桐
野 

夏
生

決
戦
!
忠
臣
蔵

葉

室 

麟

月
の
満
ち
欠
け

佐
藤 

正
午

御
徒
の
女

中

島 

要

さ
ら
ば
愛
し
き
魔
法
使
い

東
川 

篤
哉

素
敵
な
日
本
人

東
野 

圭
吾

人
生
の
段
階

ジ
ュ
リ
ア
ン　
バ
ー
ン
ズ

内
面
か
ら
の
報
告
書

ポ
ー
ル　

オ
ー
ス
タ
ー

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
世
界

西
永 

良
成

郷　
　
　
土

千
曲
川
の
貴
婦
人
・
新
中
央
橋

服
部  

秀
人

御
目
見
順
分
限
帳

望

月　

誠

北
信
自
由
党
史

足
立 

幸
太
郎

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
の
あ
ゆ
み

飯

山

市

文　
　
　
庫

時
代
小
説
ザ
・
ベ
ス
ト　
２
０
１
６

日
本
文
藝
家
協
会

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

“ 飯水ふれあい親子文庫 ”さま から
児童図書を４１冊、ご寄贈いただきました

高橋書店 

　
図書館休館日のビデオ･ＤＶＤ・ＣＤの返却について

　
　休館日のビデオ･ＤＶＤ・ＣＤの返却については、破損の恐れ
があるため図書館の返却ポストではなく、市公民館窓口に返却す
ることになっていますが、図書館ポストに返却される例が多くあ
ります。
　市公民館窓口への返却をお願いします。

　
４
月
23
日
㈰
の
子
ど
も
読
書
の

日
に
併
せ
て
同
日
10
時
30
分
か
ら

図
書
館
２
階
の｢

え
ほ
ん
の
へ
や｣

で｢

特
別
版
春
の
お
は
な
し
ひ
ろ

ば｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

子
ど
も
読
書
の
日
特
別
版 

春
の
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
を
開
い
た
よ

　

二
人
の
司
書
の
お
ね
え
さ
ん

が
大
型
絵
本
の
「
も
も
た
ろ
う
」

と
「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
か
み
な
り

ち
ゃ
ん
」
紙
芝
居
「
さ
よ
な
ら
さ

ん
か
く
ま
た
き
て
し
か
く
」
の
読

み
聞
か
せ
と
、
た
の
し
い
手
遊
び

を
行
い
ま
し
た
。

　

来
館
く
だ
さ
い
ま
し
た
18
人
の

皆
さ
ん
、
楽
し
か
っ
た
で
す
か
？

　

図
書
館
で
は
毎
週
（
第
２
を
除

く
）
日
曜
日
に
「
お
は
な
し
ひ
ろ

ば
」を
行
っ
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
き
て
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
に
は
、
こ
ど
も
向
け
の

本
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
読
み

聞
か
せ
に
よ
り
、
お
子
さ
ん
の
心

に
「
小
さ
な
本
の
大
き
な
せ
か
い
」

を
ぜ
ひ
育
て
て
く
だ
さ
い
。

　

母
親
文
庫
は
、
地
域
の
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
に

多
大
な
貢
献
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

な
か
で
も
「
ゆ
き
つ
ば
き
」

号
誕
生
ま
で
の
軌
跡
と
し
て
、

昭
和
51
年
第
３
回
飯
山
市
婦
人

集
会
に
お
い
て
、
母
親
文
庫
か

ら｢

子
ど
も
を
と
り
ま
く
文
化

環
境｣

に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト

が
出
さ
れ
、「
図
書
館
の
充
実

を
め
ざ
す
こ
と
」
が
申
し
合
わ

せ
事
項
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
こ
か
ら
、
図
書
館
の
充
実

を
求
め
る
運
動
が
高
ま
り
、
２

年
後
の
昭
和
53
年
３
月
移
動
図

書
館
車
ゆ
き
つ
ば
き
号
が
運
行

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

◇
経
緯
◇

・
昭
和
25
年
、
県
立
長
野
図
書

館
が
県
下
に
読
書
普
及
を
図
る

た
め
母
親
文
庫
を
創
設

・
昭
和
29
年
10
月
、
飯
水
配
本

所
（
市
立
飯
山
図
書
館
）
設
置

・
昭
和
34
年
、
飯
水
Ｐ
Ｔ
Ａ
母

親
文
庫
運
営
開
始

・
会
報
誌
「
雪
こ
ん
こ
」
は
第

39
号
ま
で
発
行

　

昭
和
34
年
か
ら
活
動
し
て
い

た
飯
水
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
文
庫
（
現

飯
水
ふ
れ
あ
い
親
子
文
庫
）
は
、

会
員
数
の
減
少
に
よ
り
平
成
17

年
か
ら
活
動
を
休
止
し
て
い
ま

し
た
。

　

休
止
か
ら
12
年
が
経
過
し
、

市
立
飯
山
図
書
館
は
事
務
局
と

し
て
会
計
残
金
を
お
預
か
り
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
役
員
さ
ん
か
ら
、

「
児
童
向
け
図
書
を
購
入
し
、

寄
贈
し
た
い
」
と
の
お
申
し
出

を
い
た
だ
き
、
事
務
局
に
児
童

図
書
の
選
定
を
依
頼
さ
れ
、
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
23
日
〜
５
月
12
日
こ
ど

も
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
て
4
月

23
日
か
ら
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
に

て
展
示
し
て
い
ま
す
。

開
架
室
の
本
と
同
様
に
貸
し
出

し
も
で
き
ま
す
。

飯水ふれあい親子文庫（旧飯水ＰＴＡ母親文庫）を
支えてくださったすべての方々に

感謝をこめてありがとうございます

蔵書点検のため休館します
　5月25日（木）～6月7日（水）までの14日間は、
蔵書点検作業のため休館とさせていただきます。

　この期間は移動図書館車の巡回も休止となります。
　休館中の本の返却は返却ポストに入れてください。返却ポス
トは飯山市公民館側からの通路部分と図書館正面玄関スロープ
付近の２カ所にあります。
　ただし、ビデオ･ＤＶＤ・ＣＤについては、返却ポストです
と破損の恐れがあるため飯山市公民館へ返却してください。ご
不便･ご迷惑をおかけしますが不明本の確認、障子の張り替え
など、より快適に図書館をご利用いただくための作業ですので、
ご理解とご協力をお願い申し上げます。


